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ヘブライ人への手紙 12 章 1 節～4 節 こういうわけで、わたしたちもまた、このよう 

におびただしい証人の群れに囲まれている以上、すべての重荷や絡みつく罪をかなぐり捨

てて、自分に定められている競走を忍耐強く走り抜こうではありませんか、信仰の創始者

また完成者であるイエスを見つめながら。このイエスは、御自身の前にある喜びを捨て、

恥をもいとわないで十字架の死を耐え忍び、神の玉座の右にお座りになったのです。あな

たがたが、気力を失い疲れ果ててしまわないように、御自分に対する罪人たちのこのよう

な反抗を忍耐された方のことを、よく考えなさい。あなたがたはまだ、罪と戦って血を流

すまで抵抗したことがありません。 

 

 「著者」は、旧約聖書の信仰の勇者たちの生涯について語ってきた。彼らは神の力によ

って、強められ、神の真実を自らの身において現わしてきた。この世の人々は神の真実を

嫌い、彼らに対し、激しい苦難と迫害を加えたけれども、彼らは迫害と苦難に耐え抜いた。

それは、主イエスによる罪の贖いの救いを手に入れていなかったが、希望において、救い

が既に与えられていることを信じたからである。 

 私たちは自分に定められた競争、信仰の生涯を、このような多くの証人の群れに囲まれ、

応援されながら走っている。全ての重荷や絡みつく罪をかなぐり捨てて、忍耐強く走ろう。

この競争は闇雲に走るのではなく、信仰の創始者また完成者であるイエスを見つめながら、

走る意味深い競争である。私たちが信仰の創始者、完成者と仰ぐ主イエスは、御自分の前

にある喜びを捨て、恥をもいとわないで十字架の死を耐え忍び、神の玉座の右に座られた。 

 パウロは、このキリストの降下と高挙を、フィリピ書 2 章 6 節～9 節で、下記のように

書いている。「キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しよ

うとは思わず、かえって自分を無にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。

人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで、それも十字架の死に至るまで従順でした。 

このため、神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与えになりました。 こう

して、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、すべ

ての舌が、『イエス・キリストは主である』と公に宣べて、父である神をたたえるのです。」 

 「著者」は、「あなたがたが、気力を失い疲れ果ててしまわないように、御自分に対す

る罪人たちのこのような反抗を忍耐された方のことを、よく考えなさい」と語り、主イエ

スが苦難と死を耐え抜き、神の右に座られた栄光を思い、与えられた信仰生活を懸命に走

り抜き、神からの誉れに与りなさいと勧めている。 

そして、「あなたがたはまだ、罪と戦って血を流すまで抵抗したことがありません」と、

厳しい言葉を語っている。もちろん、「著者」は、あなたがたはまだ、迫害に立ち向かっ

て血を流すほどの抵抗をした経験がないと言っている訳である。ヘブライ書が書かれた、

十数年前、ネロ皇帝による狂気の迫害の嵐が吹き荒れた。多くの使徒たち、パウロなどが

殉教した。街道に並べた十字架に架けて殺され、コロセアム（円形競技場）に入れられ、

飢えたライオンに生きたまま食い殺されたと伝えられている。ヘブライ書の読者は若い

人々であったが、先輩たちの惨い殉教を聞かせられていたに違いない。「罪」とは、棄教

のことである。「著者」は、迫害があっても、棄教してはならないと厳しく諭している訳

である。キリスト教は、殉教者たちの血を潜り抜け、命をつないで来たのである。 


